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平成２２年４月より

小城市のごみ処理が変わります！
　平成２２年３月３１日をもって、焼却施設の老朽化の為、天山地区共同塵芥処理場での焼却処理を終了し、平成２２
年４月１日から燃えるごみを小城市廃棄物中継センター（旧天山地区共同塵芥処理場内）に一旦集めた後に、
唐津市にある『クリーンパークさが』へ搬出します。
　また、以下の理由で、ごみ処理手数料を改定します。
　　①広域化処理を見据えて、関係市町との調整を図るため
　　②来年度から『クリーンパークさが』へ搬出する事で、処理経費を必要とするため
　特に生ごみの水切り等、経費節減のために、皆さんのご協力よろしくお願いします。

今後のごみの流れ

　

家庭ごみに関して　家庭用燃えるごみ袋が変わります！
　平成２２年４月から小城市指定の家庭用燃えるごみ袋に変わります。規格、販売価格は下表のとおりです。
　ごみ袋代は「ごみ処理手数料」となりますので、消費税はかかりません。なお、天山地区共同塵芥処理場組
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合で販売していたごみ袋（現在使われているごみ袋）も、ご利用できます。
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事業ごみに関して　事業用燃えるごみ袋（持ち込み専用）を新設します
　事業所（商店、飲食店、事務所等）のごみ
を、中継センターに持ち込む際に使用する専
用のごみ袋を新設します。
　規格、販売価格は右表のとおりです。
　袋に入れずに、持ち込む際にかかる手数料
に比べ、袋を購入された方が安くなっており
ますので、是非ご利用ください。
　ご利用は平成２２年４月１日からとなります。

販売価格容量区分

１０枚入り：４００円約40リットル家庭用燃えるごみ
（大）

１０枚入り：２５０円約25リットル家庭用燃えるごみ
（中）

１０枚入り：１５０円
約15リットル
（一人住まいに
適したサイズを
作成しました）

家庭用燃えるごみ
（小）

販売価格容量区分

5枚入り：1,000円約90リットル事業用燃えるごみ（大）

5枚入り：750円約60リットル事業用燃えるごみ（中）

※この袋は持ち込み専用ですので、集積所に置かれても回収できません。中継
センターまで持ち込みください。 

ごみ処理について大事なお知らせ

家庭ごみ・事業所のゴミ
小城市廃棄物中継センター
（旧天山地区共同塵芥処理場内） クリーンパークさが

⇨ ⇨

平成２２年４月１日から
販売価格容量区分
20枚入り
500円

約30
リットル

家庭用
燃えるごみ（大）

20枚入り
400円

約20
リットル

家庭用
燃えるごみ（小）

現在

⇨
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ごみの持ち込み手数料が変わります！
　小城市廃棄物中継センターへ、ごみを持ち込む場合は、次の手数料がかかります。ただし、事業用燃えるごみ
袋（持ち込み専用）に入れて、持ち込まれる場合、持ち込み手数料はかかりません。ご家庭のごみも持ち込め
ます。

持ち込み手数料（一回につき）

家庭ごみ・事業ごみに関して（お願い）

小城市指定ごみ袋に掲載する広告を募集！！
　市内企業と商店等の振興や市の財源確保を図る目的で、市指定ごみ袋に掲載する広告を募集します。
　募集する広告は、平成２２年度に作成・販売される市指定ごみ袋本体への印刷広告です。

＜募集対象＞企業、団体、商店など
＜募集期間＞平成２１年１０月２０日～１１月１０日
＜応募方法＞所定の申込書により、広告原稿を添えて小城市環境課（小城庁舎）にお申し込みください。

お申し込みいただいた原稿は、審査の上、掲載の可否について決定します。
広告掲載の決定を受けた広告主は、別に定める日までに版下原稿（電子データ）の提出及び広告
料の納付をしていただきます。

【問合せ】環境課　廃棄物対策係（小城庁舎）　担当　久原・川﨑　☎７３－８８０３

平成２２年４月１日から

掲載期間１枠あたりの広告料作成予定枚数募集枠指定ごみ袋種類

平成22年3月～商品がなくなる迄１４万円120万枚３枠
家庭用燃えるごみ（大）

広告サイズ
（縦6cm×横36cm）

平成22年3月～商品がなくなる迄７万円50万枚２枠
家庭用燃えるごみ（中）

広告サイズ
（縦6cm×横26cm）

　小城市廃棄物中継センターからクリーンパークさがに運びますので、生ごみは必ず水切り
を行ってください。また、ごみを機械で砕いた後、焼却しますので、燃えるごみ袋に、金物・
ビン・ガラス等の燃えないごみが混入すると機械が故障する可能性があります。燃えないご
みは絶対に混入させないようにしてください。
　もし、小城市の搬入により故障した場合は、今後、小城市の燃えるごみを受け入れできな

姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

くなりますので、ご協力お願いします。
姶 逢娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃娃

事業系家庭系ごみ搬入重量

1,000円　400円～100kg

1,200円　450円101～150kg

+500円+150円+50kg毎

平成２２年３月３１日まで
事業系家庭系ごみ搬入重量
６００円

３００円
～５０kg

８００円５１～１００kg
１，０００円

５００円
１０１～１５０kg

１，２００円１５１～２００kg
＋２００kg毎
＋１，２００円

＋１００kg毎
＋２００円

⇨
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誰かに話してみませんか　　～悩み・自殺を防ぐために～
　自殺予防のキーワードは「孤立の防止」です。まわりの人が孤立に早く気づいて、「耳を傾
ける」「専門機関への早めの相談を促す」「温かく寄り添い、じっくりと見守る」の３つを心
がけてください。専門機関は下記のような窓口があります。市の相談窓口は毎月５日発行の
市報に掲載されています。（健康相談、行政相談、人権相談、心配事相談、障害者相談、福祉
の巡回相談、消費生活相談）

相談機関窓口一覧　祝祭日・振替休日・年末年始の休日は対応していない場合があります。
こころの健康に関する相談窓口

月～金曜日　９：００～１６：００心の健康についての相談０９５２－７３－５５５６佐賀こころの電話

月～金曜日　８：３０～１７：１５心の健康についての相談
（精神保健福祉担当）０９５２－３０－１６９１　佐賀中部精神保健福祉相談

（保健福祉事務所）

月～金曜日　８：３０～１７：１５心の健康についての相談０９５２－７３－５０６０佐賀県精神保健福祉
センター

年中無休、２４時間体制
今すぐ、このつらさを誰か
に聞いてもらいたいという
時の相談窓口

０９５２－３４－４３４３
※毎月１日フリーダイヤル
０１２０－４００－３３７

佐賀いのちの電話

子ども・青少年に関する相談窓口
月～金曜日　８：３０～１７：１５少年相談総合センター０１２０－２９－７８６７ヤングテレホン

（佐賀県警察本部）
月～金曜日　８：３０～１７：１５
（木曜日　午前は休み）児童虐待等に関する相談０９５２－２６－１２１２児童相談所

（総合福祉センター内）

２４時間３６５日対応
児童生徒のいじめ、不登校
等の悩み事の相談
（保護者の相談も可）

０９５２－３０－４９８９　佐賀局心のテレホン

女性に関する相談窓口
月～金曜日　８：３０～１７：１５女性の抱える悩みに関する

相談０９５２－２６－１２１２佐賀県婦人相談所
（総合福祉センター内）

月～金曜日　８：３０～１７：１５
（祝祭日・夜間・土日は留守電
対応）

女性のための相談０９５２－２８－４１８７レディーステレホン
（佐賀県警察本部）

火曜～土曜　９：００～２１：００
日・祝日　　９：００～１６：３０
※毎月第１水曜日　１５：００～
１７：００とアバンセの休館日（月
曜日）は休み

DV、セクハラ、ストーカー
等、女性に関する様々な問
題についての総合相談窓口

０９５２－２６－００１８
（相談専用電話）

女性のための総合相談
（アバンセ内）

子育てに関する相談窓口

月～金曜日　８：３０～１７：００
乳幼児から思春期までの子
どもの発達や子育てに関す
る相談（福祉支援課　母子
保健福祉担当）

０９５２－３０－２１８３　佐賀中部母子相談
（保健福祉事務所）

毎週火曜　　１１：００～１５：００
（１１／１～１１／７は毎日１１：００
～１５：００）

産みたいけど出産費用が足
りない、周囲の反対で出産
ができない等の相談窓口

０１２０－１０６－８９６佐賀いのちを大切に
する会

高齢者に関する相談窓口
火～日曜日　９：００～１７：００高齢者の介護に関する相談０９５２－３１－８６５５佐賀県介護実習普及

センター

月～金曜日　９：００～１７：００認知症の介護に関する相談０９５２－２９－１９３３（社）認知症の人と家族
の会　佐賀支部

悩みを一人で抱え込まないで
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障害者に関する相談窓口
月～土曜日　９：００～１６：００障害者の権利擁護に関する

相談０９５２－２４－８１１０障害者１１０番

月～金曜日　８：３０～１７：１５
身体障害者の生活、医療、
補装具、身体障害者手帳、
職業等に関する相談

０９５２－２６－１２１２　（電話）
０９５２－２３－４６７９　（ＦＡＸ）身体障害者更正相談

金融、貸金に関する相談窓口
月～金曜日　９：３０～１７：３０キャッシング全般や被害相

談０９５２－２３－７３７５日本貸金業協会
佐賀県支部

消費生活に関する相談窓口
月～日曜日　９：００～１７：００
（来所は要予約・月曜日は電話
相談のみ）

消費生活トラブルについて
の相談０９５２－２４－０９９９佐賀県消費生活

センター（アバンセ内）

月～金曜日　９：００～１２：００
　　　　　　１３：００～１７：００法律全般０９５２－２４－３４１１佐賀県弁護士会

毎週月・木曜日
　１８：００～２０：００
毎週土曜日（予約制）
　１０：００～１２：００

法律全般の相談（毎週月曜
日）多重債務の相談（毎週
木曜日と土曜日）

０９５２－２９－０６３５佐賀県司法書士会
クレサラ１１０番

生活・福祉に関する相談窓口
月～金曜日　８：３０～１７：００生活福祉資金や福祉に関す

る相談０９５２－２３－２１４５佐賀県社会福祉協議会

医療に関する相談窓口
月～金曜日　９：００～１６：００医療に関する相談０９５２－３０－１３２１　佐賀中部佐賀県医療安全支援セン

ター（保健福祉事務所）

日祝日　　　９：００～１７：００休日に精神疾患のため緊急な
医療を必要とする方の相談０９５２－７３－５５９９精神科救急休日相談

依存症等に関する相談窓口
月～金曜日　８：３０～１７：１５薬物（シンナー等）、アル

コールに関する相談０９５２－７３－５０６０佐賀県精神保健福祉
センター

経営に関する相談窓口
月～金曜日　９：００～１６：００中小企業における経営相談

等０９５２－２３－４５９８佐賀県中小企業団体
中央会

月～金曜日　８：３０～１７：１５経営相談、診断、助言、資
金貸付相談等０９５２－３４－４４１１（財）佐賀県地域産業

支援センター

労働相談窓口
月～金曜日　８：３０～１７：１５労働問題に関する相談・情

報提供等０９５２－３２－７１６７佐賀労働局

月～金曜日　９：００～１７：００産業保健に関する相談０９５２－４１－１８８８佐賀産業保健推進
センター

法律に関する相談窓口

月～金曜日　９：００～１６：００
弁護士会、司法書士会、地
方公共団体の相談窓口等に
関する情報を提供

０５０－３３８３－５５１０
法テラス佐賀
（日本司法支援セン
ター佐賀地方事務所）

月～金曜日　９：００～１２：００
　　　　　　１３：００～１７：００

佐賀県弁護士会所属の弁護士
２名による一般的な法律相談０９５２－２４－３４１１弁護士クイック相談

（佐賀県弁護士会）

その他
月～金曜日　８：３０～１７：１５佐賀地方法務局への相談０９５２－２６－２１４８人権相談

【問合せ】　健康増進課　健康づくり係（三日月庁舎）　担当　松尾・真子　☎７３－８８２２
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　市では、今年度から２年間かけて国の補助事業である「地域公共交通活性化・再生総合事業」に取り組みま
す。この事業では、再編後の市内巡回バスの実証運行、バス車体のラッピング、バス待合所の整備などを行うこ
ととしています。
　また、国から補助を受ける２年間は、市民、交通事業者、道路管理者、関係機関等で構成する「小城市地域
公共交通活性化協議会」が主体となり事業を実施することになります。
　今回は、今後の市内巡回バス・タクシーの運行がどのように変更になるのかをお知らせします。

小城町巡回バス
・各路線とも変更はありません。
・バス停間が離れている箇所にバス停を新設します。

路　　　線：岩松線、晴田線、三里線の３系統
運　行　日：毎週月～金曜日
運行時間帯：８時５０分～１７時２６分
バ　ス　停：岩松線　中町公民館（新設）
　　　　　　晴田線　晴田交番前（新設）

　１　各バス・タクシー変更の概要
　再編後の市内巡回バス・タクシーの実証運行により、以下のとおり変更となります。

三日月町巡回バス
・南部線（Ａコース）の一部路線の変更に伴い「五
条」バス停の移設を行い、「樋口」にバス停を新
設します。

路　　　線：南部線（Ａコース）、中央線（Ｂコース）
　　　　　　北部線（Ｃコース）の３系統
運　行　日：毎週月～金曜日
運行時間帯：８時４０分～１７時１１分
バ　ス　停：南部線　樋口（新設）、五条（移設）

広域循環バス
・牛津町巡回バスが芦刈北部地区を運行すること及
び福富線と重複していることから、芦刈地区区間
を廃止します。

路　　　線：右回り、左回りの２系統
運　行　日：毎週月曜日～金曜日
運行時間帯：９時２０分～１６時５１分
バ　ス　停：小城駅（新設）、セリオ（新設）
　　　　　　芦刈庁舎（廃止）、ひまわり（廃止）

芦刈町コミュニティタクシー
・牛津町巡回バスを芦刈北部地区まで延伸すること
から、利用対象を下記在住の地区の方に変更しま
す。

路　　　線：自宅から芦刈地区内の公共施設等まで
の運行

運　行　日：毎週月曜日～金曜日
運行時間帯：①８時～②１０時～③１３時～④１５時～
利 用 対 象：永田南、永田東北、六丁、弁財、住の江

西、住の江東、社搦、新村、道免、西
戸崎、東戸崎、中村、牛王

※上記牛津町巡回バスが運行しない地区の方が利用
できます。

牛津町巡回バス
・天満町線を芦刈町北部地区まで延伸します。これ
に伴いバス停の新設や廃止を行います。

路　　　線：勝・柿樋瀬線、砥川線、天満町・芦刈
町線の３系統

運　行　日：毎週月～金曜日
運行時間帯：８時３０分～１７時４３分
バ　ス　停：天満町・芦刈町線
　（新　設）　立 野、浜 中 公 民 館、川 越、三 条、 

芦刈庁舎、ひまわり、東道免公民館、 
下古賀、小路、中溝、天満町

　（廃　止）　友田南、牛津高校南、中部ガス

※変更後の路線、時刻表等については、次号
以降でお知らせします。

市内巡回バス・タクシーの
運行が変更になります！　平成２２年１月から

土日祝日及び年末年始は
運休日です。
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　２　料金について
　市の財政負担の緩和、受益者負担及び昭和バス運行の小城・牛津線、橋間自動車運行の福富線といった他の
有料バスとの均衡を保つため、すべての路線で有料となります。
　なお、料金については、９月３日開催の小城市地域公共交通会議において、一乗車２００円と決定されました。

○市内巡回バス・タクシー料金表
料金（円）名　　　　称No
２００小城町巡回バス１
２００三日月町巡回バス２
２００牛津町巡回バス３
２００広域循環バス４
２００芦刈町コミュニティタクシー５

○廃止路線代替バス料金表
料金（円）名　　　　称No
２００小城・牛津線（昭和バス）１
現行通り福富線（橋間自動車）２

※現行
・小城～牛津線　１６０円～３４０円
・福富線は１区間１００円、２区間以上は２００円
・芦刈町コミュニティタクシー　２００円

○乗継割引（無料）について
　市内巡回バスどうし（小城町、三日月町、牛津町の巡回バス、広域循環バス）を乗り継がれる場合は、「乗継
券」がバス車内で発行され、次に乗車されるバスの料金が無料となります。

○料金割引について
割　引　の　内　容名　　称

身体、知的、精神障がい者の方が手帳を提示された場合は、料金が半額となります。①障がい者割引

中学生以下の方は、料金が半額となります。また、小学生未満の幼児の方は保護者
同伴に限り、料金が無料となります。

②子ども割引

２００円×１１枚、１００円×２２枚の回数券を２，０００円でバス車内にて販売します。③おぎバス回数券

６５歳以上の高齢者の方、６５歳以下でも運転免許証を返納された方、①障がい者割引
に該当される方については、１ヶ月乗り放題のパスカードを２，０００円でバス車内にて
販売します。

④おぎパスカード

※上記①～④の料金割引について適用されるのは、小城町、三日月町、
牛津町の各巡回バス及び広域循環バスのみです。
　（芦刈町コミュニティタクシー、小城・牛津線、福富線については、
料金割引は適用されません）

【問合せ】小城市地域公共交通活性化協議会事務局
　　　　　・企画課（牛津庁舎）　☎６３－８８０３　・福祉課（三日月庁舎）☎７３－８８２５

（例）小城町「出分」から牛津町保健福祉センター「アイル」へ行く場合

□小城町巡回バス（晴田線）
　乗車区間：出分～桜楽館
　料　　金：200円

□広域循環バス
　乗車区間：桜楽館～アイル
　料　　金：無料

乗　継

乗継券を
発行します

乗継券
乗継券

●片道：200円
（出分→アイル）

●往復：400円
（出分→アイル）
（アイル→出分）
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４
月　

日
に
『
全
国
学
力
・
学

２１

習
状
況
調
査
（
以
下
、
全
国
学
力

調
査
）』が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

全
国
学
力
調
査
は
、
全
国
の
小
学

６
年
及
び
中
学
３
年
生
を
対
象
に

実
施
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

実
施
教
科
は
「
国
語
」「
算
数
・

数
学
」
の
２
教
科
で
、
主
と
し
て

知
識
に
関
す
る
「
Ａ
」、
主
と
し
て

活
用
に
関
す
る
｢Ｂ
｣の
二
つ
の
問

題
に
よ
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

同
時
に
子
ど
も
た
ち
の
生
活
や
学

習
状
況
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
に
つ
き
ま
し
て
は
文

部
科
学
省
の
公
表
に
も
と
づ
き
、

全
国
と
佐
賀
県
の
結
果
と
分
析
が

８
月　

日
付
け
の
新
聞
等
で
報
道

２８

さ
れ
ま
し
た
。

　

小
城
市
の
子
ど
も
た
ち
の
状
況

を
【
学
力
の
面
】・【
生
活
や
学
習

状
況
の
面
】
と
い
う
二
つ
の
視
点

で
分
析
し
、
今
回
は
ま
ず
、【
学
力

の
面
】
の
結
果
に
つ
い
て
、
そ
の

概
要
を
報
告
し
ま
す
。

　

な
お
、
こ
こ
で
い
う
学
力
は
、

『
学
力
テ
ス
ト
』で
測
る
こ
と
の
で

き
た
学
力
の
一
部
分
で
あ
り
、
子

ど
も
た
ち
の
持
つ
学
力
の
全
て
を

示
す
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
国
語
」

　

国
語
に
お
い
て
は
、
学
習
指
導

要
領
の
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」

「
書
く
こ
と
」「
読
む
こ
と
」「
言

語
事
項
」
の
４
つ
の
領
域
ご
と
に

設
問
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
小
学
校

○
平
均
正
答
率
は
、
国
語
Α
・
Ｂ

と
も
全
国
・
県
の
平
均
正
答
率

よ
り
や
や
下
回
る
結
果
で
し
た
。

○
「
話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と
」
で

は
、
自
分
の
立
場
や
意
図
を
明

確
に
し
、
表
を
使
っ
て
話
し
合

う
問
題
と
話
の
組
み
立
て
を
工

夫
し
な
が
ら
、
図
を
使
っ
て
説

明
す
る
問
題
で
し
た
が
、
課
題

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

話
す
こ
と
や
聞
い
た
こ
と
を

記
述
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
ま
た
、
説
明
的
な

文
章
を
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す

る
活
動
を
多
く
経
験
す
る
こ
と

も
必
要
で
す
。

○
「
言
語
事
項
」
で
は
、
出
題
の

漢
字
の
読
み
と
書
き
に
つ
い
て
、

多
く
の
児
童
が
理
解
で
き
て
い

ま
し
た
。

　
　

し
か
し
、
接
続
語
を
使
っ
て

内
容
を
使
い
分
け
て
書
く
こ
と

や
文
字
を
正
し
く
整
え
て
書
く

こ
と
に
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
ロ
ー
マ
字
を
正
し
く
読

ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
こ
と
に

も
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

漢
字
や
ロ
ー
マ
字
に
対
す
る

興
味
・
関
心
を
高
め
た
り
、
生

活
の
中
で
ロ
ー
マ
字
を
す
す
ん

で
読
ん
だ
り
書
い
た
り
す
る
習

慣
を
付
け
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
「
書
く
こ
と
」
で
は
、
実
験
報

告
文
の
内
容
に
適
切
な
小
見
出

し
を
書
く
（
選
択
す
る
）
問
題

で
し
た
が
、「
方
法
」「
予
想
」

「
結
果
」の
短
い
こ
と
ば
で
見
出

し
を
書
く
こ
と
は
多
く
の
児
童

が
理
解
し
て
い
ま
し
た
。

　
　

報
告
文
の
様
式
や
書
式
に
つ

い
て
の
知
識
を
増
や
す
こ
と
や

書
く
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

○
「
読
む
こ
と
」
で
は
、
説
明
的

な
文
章
の
一
部
を
読
ん
で
、
筆

者
の
表
現
の
工
夫
や
考
え
を
と

ら
え
る
問
題
で
し
た
が
、
全
国

よ
り
大
き
く
下
回
り
ま
し
た
。

表
現
の
工
夫
に
気
づ
い
た
り
、

筆
者
の
考
え
を
自
分
の
こ
と
ば

で
書
き
換
え
た
り
す
る
活
動
が

必
要
で
す
。

　
　

ま
た
、
自
分
の
考
え
を
広
げ

た
り
深
め
た
り
す
る
た
め
に
、

本
や
文
章
を
選
ん
で
読
み
、
内

容
や
表
現
の
工
夫
、
筆
者
の
考

え
を
と
ら
え
る
こ
と
も
大
切
で

す
。

●
中
学
校

○
国
語
Ａ
、
Ｂ
と
も
に
県
の
平
均

正
答
率
と
並
ぶ
こ
と
が
で
き
、

全
国
の
平
均
正
答
率
と
ほ
ぼ
同

じ
と
い
う
結
果
で
す
。

○
漢
字
の
読
み
書
き
で
は
、
昨
年

度
同
様
、
書
く
こ
と
が
全
国
を

大
き
く
上
回
り
ま
し
た
が
、
辞

書
の
活
用
に
ま
だ
課
題
が
見
ら

れ
ま
す
。
辞
書
を
普
段
か
ら
利

用
す
る
習
慣
を
つ
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

○
ス
ピ
ー
チ
の
場
で
の
効
果
的
な

話
し
方
や
話
の
展
開
の
仕
方
を

考
え
る
問
題
で
正
答
率
が
低
く

な
っ
て
い
ま
す
。
授
業
や
学
級

会
な
ど
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

積
極
的
に
自
分
の
考
え
を
述
べ

る
場
の
設
定
と
指
導
が
大
切
で

す
。

○
古
文
や
歴
史
的
仮
名
遣
い
の
理

解
に
関
す
る
問
題
は
大
変
良
好

で
し
た
が
、
文
脈
の
中
で
ふ
さ

わ
し
い
語
句
を
適
切
に
使
う
と

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
結
果
に
つ
い
て
の
紹
介
（
そ
の
１
）
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い
っ
た
問
題
で
低
い
正
答
率
で

し
た
。
特
に
敬
語
や
同
音
異
義

語
に
つ
い
て
課
題
が
見
ら
れ
ま

し
た
。

○
同
じ
読
み
取
る
力
で
も
、
短
歌

で
は
や
や
低
い
正
答
率
で
し
た

が
、
詩
で
は
全
国
を
上
回
る
結

果
で
し
た
。
特
に
詩
の
内
容
や

表
現
に
つ
い
て
、
読
み
取
っ
た

こ
と
を
も
と
に
適
切
な
写
真
を

選
び
、
自
分
の
考
え
を
表
す
問

題
は
、
全
国
の
正
答
率
を
大
き

く
上
回
り
ま
し
た
。

◎
全
体
的
に
、
中
学
国
語
は
昨
年

度
よ
り
向
上
し
て
い
ま
す
が
、

効
果
的
な
話
し
方
の
工
夫
や
辞

書
の
活
用
、
幅
広
い
言
葉
へ
の

理
解
な
ど
課
題
も
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
克
服
す
る
に
は
、
学

校
で
の
指
導
の
あ
り
方
の
改
善

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
家
庭
と

学
校
が
連
携
し
て
さ
ら
に
読
書

活
動
や
、
日
常
か
ら
言
葉
を
吟

味
し
て
表
現
す
る
習
慣
づ
く
り

を
生
活
の
中
に
広
げ
て
い
く
必

要
が
あ
る
よ
う
で
す
。

「
算
数
・
数
学
」

　

算
数
・
数
学
に
お
い
て
は
、
学

習
指
導
要
領
の
４
つ
の
領
域
「
数

と
計
算
」「
量
と
測
定
」「
図
形
」

「
数
量
関
係
」で
出
題
さ
れ
ま
し
た
。

●
小
学
校

○
平
均
正
答
率
は
、
算
数
Α
・
Ｂ

と
も
全
国
・
県
の
平
均
正
答
率

よ
り
や
や
下
回
る
結
果
で
し
た
。

○
「
数
と
計
算
」
で
は
、
小
数
の

除
法
、
減
法
と
除
法
の
混
合
し

た
整
数
の
計
算
、
数
の
構
成
、

四
捨
五
入
し
て
概
数
で
表
す
こ

と
に
つ
い
て
の
理
解
が
大
き
く

下
回
っ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
に

は
、
計
算
の
仕
方
を
考
え
た
り
、

き
ま
り
に
従
っ
て
計
算
し
た
り

す
る
こ
と
を
理
解
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
数
を
概
数

で
表
す
機
会
を
設
け
て
繰
り
返

し
学
習
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

○
「
量
と
測
定
」
で
は
、
長
さ
に

つ
い
て
の
感
覚
を
問
う
問
題
と

三
角
形
の
面
積
を
求
め
る
問
題

に
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
カ
ー
ド
の
敷
き
詰
め
問
題

に
も
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　
　

身
の
回
り
の
様
々
な
長
さ
の

見
当
付
け
が
で
き
る
よ
う
に
し

た
り
、
面
積
を
求
め
る
た
め
に

必
要
な
長
さ
を
測
定
で
き
る
よ

う
に
し
た
り
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
数
量
や
図
形
の

特
徴
に
着
目
し
て
解
決
方
法
を
、

図
や
式
や
言
葉
を
用
い
て
筋
道

を
立
て
て
説
明
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

○
「
図
形
」
で
は
、
長
方
形
、
直

角
三
角
形
の
定
義
や
性
質
に
つ

い
て
の
問
題
で
課
題
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
図
形
を
構
成
す
る
要

素
に
着
目
す
る
こ
と
や
用
語
の

理
解
を
定
着
さ
せ
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

○
「
数
量
関
係
」
で
は
、
算
数
Α

で
県
の
正
答
率
と
ほ
ぼ
同
じ
で

し
た
が
、
算
数
Ｂ
で
は
、
や
や

下
回
り
ま
し
た
。
棒
グ
ラ
フ
か

ら
必
要
な
数
量
を
読
み
取
り
、

差
を
概
数
で
見
積
も
る
設
問
と
、

グ
ラ
フ
の
特
徴
を
基
に
数
量
の

変
化
の
様
子
を
と
ら
え
る
設
問

に
課
題
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

●
中
学
校

○
小
城
市
全
体
と
し
て
は
、
全
国

や
県
と
比
較
し
て
、
正
答
率
が

や
や
低
い
結
果
と
な
り
ま
し
た

が
、
そ
の
差
は
昨
年
度
よ
り
大

き
く
縮
ま
り
ま
し
た
。

○
具
体
的
な
数
字
を
使
っ
た
計
算

問
題
や
数
と
式
に
関
す
る
基
本

的
な
問
題
は
良
好
で
、
特
に
方

程
式
を
解
く
問
題
や
等
式
の
変

形
な
ど
の
正
答
率
は
、
全
国
平

均
を
大
き
く
上
回
り
ま
し
た
。

○
具
体
的
な
こ
と
が
ら
と
結
び
つ

け
て
数
式
の
本
質
的
な
意
味
を

理
解
す
る
。
ま
た
、
事
象
を
数

学
的
に
表
現
し
て
説
明
す
る
、

問
題
解
決
の
方
法
を
数
学
的
に

説
明
す
る
な
ど
発
展
的
で
応
用

力
を
求
め
る
設
問
は
、
全
国
平

均
を
下
回
っ
て
い
ま
す
。

○
図
形
で
は
、
立
方
体
の
展
開
図

や
多
角
形
の
外
角
の
和
に
関
す

る
問
題
な
ど
一
部
全
国
を
上
回

り
ま
し
た
が
、
全
体
的
に
は
課

題
が
あ
り
ま
す
。

○
数
量
関
係
で
は
、
比
例
定
数
の

意
味
の
理
解
や
、
具
体
的
な
こ

と
が
ら
か
ら
反
比
例
や
関
数
の

式
を
導
く
な
ど
の
設
問
で
、
全

国
平
均
を
下
回
っ
て
い
ま
す

◎
理
解
が
不
十
分
な
内
容
に
つ
い

て
は
、
繰
り
返
し
学
習
を
積
み

重
ね
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
ま

た
、
学
習
内
容
の
本
質
的
な
意

味
を
理
解
し
よ
う
と
す
る
、
問

題
を
解
決
す
る
ま
で
の
過
程
を

大
切
に
し
た
学
習
を
行
お
う
と

す
る
習
慣
づ
く
り
が
必
要
な
よ

う
で
す
。

　

次
回
は
、
本
調
査
か
ら
見
ら
れ

ま
す
、
小
城
市
の
子
ど
も
た
ち
の

【
生
活
や
学
習
状
況
の
面
】に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】
学
校
教
育
課

　

担
当　

小
森
・
原
口

　

☎　

−

８
８
０
７

７３



小
城
流
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

２
０
０
８
年
３
月　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
小
城
の
会
編

小
城
市
内
の
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
切
に
培
わ
れ
て
き
た
資
源
。

   
先
人
た
ち
が
創
り
上
げ
、
大
切
に
守
り
続
け
て
こ
ら
れ
た
資
源
。

     
そ
れ
ら
の
物･

心
を
受
け
継
ぎ
、
ふ
る
さ
と
小
城
市
の
良
さ
に
気
づ
い
て
、
更
に
磨
き
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

小
城
流
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ

テ
ー
マ:

天
山
か
ら
有
明
海
へ
水
つ
む
ぎ

や　

ま

う　

み

【
小
城
流
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
歩
み
】

Ｈ
19
年
度　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の
取
り
組
み
ス
タ
ー
ト

　
　
　
　
　
（
市
民
組
織
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
小
城
の
会
」
発
足
）

９
〜
11
月　

ゆ
る
や
か
な
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
月
間
の
実
施

　
　
　
　
　
（
イ
ベ
ン
ト
情
報
チ
ラ
シ
の
作
成
）

３
月　
　
　

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
策
定

Ｈ
20
年
度

11
月　
「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
月
間
」

「
水
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
２
つ
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

①「
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
小
城
の
会
」
を
中
心
に
地
元
農
産
加
工
グ

ル
ー
プ
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ
た
「
お
ぎ
に
り
隊
」
に
よ
る

地
元
食
材
を
活
用
し
た
お
に
ぎ
り
「
お
ぎ（
小
城
）に
り
」
の

創
作
。　

②
テ
ー
マ
で
あ
る
「
天
山
か
ら
有
明
海
へ
水
つ
む
ぎ
」
に
物
語

性
・
関
連
性
を
も
っ
た
水
に
特
化
し
た
地
図
、
水
マ
ッ
プ
を

元
に
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
水
つ
む
ぎ
ウ
ォ
ー
ク
）
を
開
催
。

・「日本の名水百選」⇒【清水川】
・「ふるさといきものの里百選｣
　⇒【祇園川のゲンジボタル】
・「日本さくら名所100選」
　⇒【小城公園の桜】
・「美しい日本のむら景観百選｣
　⇒【江里山地区】
・「日本の棚田百選｣
　⇒【江里山の棚田】
・「日本の歴史公園100選｣⇒【小城公園】
・「美しい日本の歴史風土100選準100選｣
　⇒【小城鍋島家城下町の遺産】

いろいろな１００選
・牛津赤れんが館（牛津町）
・牛津町会館（牛津町）
・小柳酒造（小城町）
・天山酒造（小城町）
・日本福音ルーテル小城教会（小城町）
・深川家住宅（小城町）
・村岡総本舗小城本店･村岡総本舗羊羹資
料館（小城町）

・江里山の棚田（小城町）

地域資源を活用した
事業提案を盛り込んだ

｢小城流スローライフプラン｣

小城流スローライフステップ１

身近にある貴重な地域資源を再発見！

22世紀に残す佐賀県遺産

上記以外にも市内にはたくさんの資源があります。
身近な地域の資源に気づき、その資源を活かしていくこと
も「スローライフ」です。

11月は小城スロー
ライフ月間です！                       

小城市報小城市報小城市報 10

（
背
景
：
有
明
海
よ
り
天
山
を
望
む
）



◆スローライフとは・・・・・スピードや効率性も大切であると認めながらも､価値観の変化によ
り､新しい暮らし方をつくりあげ､生活の質を高めようという考え
方です｡

　小城流スローライフでは・・上記のような考え方を踏まえ､地域の自然･歴史･伝統･文化･食を大
切にして「緩急自在」に個々にあった暮らしを行うことを提唱し
ています｡

◆緩　急　自　在・・・・・・ゆっくりすることも急ぐことも､それを決めるのは自分です｡
　　　　　　　　　　　　　　自分が緩急のペースを選び取るということです｡

小城流スローライフステップ２

スローライフなイベントに出かけてみよう

小城流スローライフステップ３

　地域資源を大切にする心を養い、
　小城市で暮らす“良さ”に気づきましょう

小城市報小城市報小城市報11

問合せ事業内容開催場所開催日時名　称

詳しくは、12～13ページへ歴史・文化のスローライフ
我が家のお宝展

詳しくは、1７ページへ文化のスローライフ
小城市民文化祭

実行委員会
☎６６－０２２２

農産物販売、歌謡ショー
､ライブコンサート、フ
リーマーケットなど

セリオ広場周辺
牛津赤れんが館

１１月８日（日）
９：００～１６：００

歴史・文化のスローライフ
牛津産業まつり

文化課
☎７３－８８０９

津軽三味線＆尺八の演奏牛津赤れんが館１１月１３日（金）
１９：３０～２０：３０

歴史・文化のスローライフ
赤れんがの夕べ

実行委員会
☎７３－８８１３

｢清水の滝｣と周辺の紅葉
をライトアップ。また遊
歩道を約５，０００本の竹灯
篭の灯りで灯します。

清水の滝周辺
１１月１５日（日）

～２３日（月）
１８：００～２１：３０

自然・交流のスローライフ
清水の滝と紅葉ライトアップ
「清水竹灯り」

詳しくは、24ページへ自然・ふれあいのスローライフ
第5回親子ふれあい教室

健康増進課
☎７３－８８２２

「笑い」による病気予防と
健康増進を！

三日月保健福祉
センター「ゆめりあ」

１１月２７日（金）
１３：３０～１５：００

暮らし・ふれあいのスローライフ
笑いと健康の講演会

健康増進課
☎７３－８８２２

マイ箸、箸袋づくり、き
な粉づくり、新米を使っ
た餅つき体験、食に関す
るゲームなど｡

牛津保健福祉
センター「アイル」

１１月２９日（日）
１０：００～１５：００

食のスローライフ
小城の食育まつり

詳しくは､各問合せにご確認ください｡

【問合せ】企画課　市民協働推進係（牛津庁舎）担当　森永・態谷　☎６３－８８０３

（
背
景
：
天
山
風
景
）



小城市報小城市報小城市報 12



小城市報小城市報小城市報13



小城市報小城市報小城市報 14

平
成　

年
度　
　
　
　
 

２２

保
育
園
入
園
の
ご
案
内

　

平
成　

年
４
月
か
ら
の
保
育
園

２２

入
園
希
望
児
童
の
受
付
を
行
い
ま

す
。

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
保

育
所
入
所
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
し
、
受
付
期
間
内
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
入
所
申
込
書
配
布
場
所

　

総
合
窓
口
（
各
庁
舎
）

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

◆
入
所
申
込
書
提
出
先

　

こ
ど
も
課
（
小
城
庁
舎
）

◆
入
所
申
込
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

１１

１０

３０

　

９
時
～　

時
１７

※　

日（
木
）・　

日（
木
）は　

時

１２

２６

２０

　

ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

◆
保
育
園
と
は
？

　

保
育
園
は
、
仕
事
・
病
気
な
ど

の
理
由
で
、
家
庭
に
お
い
て
子
ど

も
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
に
、
保
護
者
に
代
わ
っ
て
そ

の
子
ど
も
を
保
育
す
る
児
童
福
祉

施
設
で
す
。

◆
小
城
市
内
の
保
育
園

◆
入
園
で
き
る
基
準
は
？

　

原
則
と
し
て
、
市
内
に
居
住
し

て
い
る
世
帯
で
児
童
と
同
居
し
て

い
る
父
母
等
が
、
次
の
い
ず
れ
か

の
理
由
に
よ
り
、
そ
の
子
ど
も
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認

め
ら
れ
る
場
合
に
入
園
で
き
ま
す
。

①
昼
間
に
自
宅
外
で
仕
事
を
し
て

い
る
。

②
昼
間
に
自
宅
内
で
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
仕
事
を

し
て
い
る
。

③
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が
な

い
こ
と
。

　
（
原
則
と
し
て
前
後
８
週
間
）

④
病
気
や
ケ
ガ
、
又
は
精
神
・
身

体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
。

⑤
長
期
に
わ
た
り
病
気
な
ど
の
状

態
に
あ
る
同
居
の
親
族
を
常
時

介
護
し
て
い
る
。

⑥
火
災
や
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ

て
い
る
。

⑦
働
く
意
志
が
あ
り
、
昼
間
に
求

職
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

⑧
そ
の
他
市
長
が
入
所
を
必
要
と

認
め
る
場
合
。

◆
保
育
料
は
？

　

児
童
の
年
齢
と
扶
養
義
務
者

（
父
母
等
）の
前
年
分
所
得
税
合
計

額（
住
宅
取
得
控
除
前
）等
で
算
定

を
行
い
ま
す
。
同
一
世
帯
か
ら
２

人
以
上
の
入
所
児
童
が
い
る
場
合

は
、
保
育
料
の
軽
減
が
あ
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

野
口
・
南
里

　

☎　

−

８
８
２
１

７３

平
成　

年
度
小
城
市
立 

２２

幼
稚
園
園
児
募
集
案
内

　

平
成　

年
４
月
入
園
希
望
の
児

２２

童
を　

月
よ
り
募
集
し
ま
す
。

１１

◆
入
園
願
書
受
付
期
間

　
　

月　

日
（
火
）
～　

日
（
月
）

１１

１０

３０

◆
園
児
募
集
幼
稚
園

　

・
晴
田
幼
稚
園
（
小
城
町
）

　

・
三
日
月
幼
稚
園（
三
日
月
町
）

　

・
芦
刈
幼
稚
園
（
芦
刈
町
）

　

各
幼
稚
園
の
募
集
人
数
は　

月
１１

５
日
号
の
市
報
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。
入
園
願
書
は
各
幼
稚
園
及
び

各
庁
舎
（
小
城
庁
舎
・
三
日
月
庁

舎
・
牛
津
庁
舎
・
芦
刈
庁
舎
）
総

合
窓
口
で
配
布
し
ま
す
。

　

現
在
幼
稚
園
に
通
園
中
の
方
は
、

進
級
に
伴
う
手
続
き
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

◆
入
園
料
・
保
育
料　

※
注

・
入
園
料　

３
，
０
０
０
円

・
保
育
料　

月
額
７
，
１
０
０
円

 
（
給
食
費
等
、
別
途
必
要
）

※
注　

入
園
料
、
保
育
料
は
来
年

度
よ
り
下
図
の
と
お
り
改
定
に

な
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】
こ
ど
も
課

　

保
育
幼
稚
園
係
（
小
城
庁
舎
）

　

担
当　

橋
間　
　

　

☎　

−

８
８
２
１

７３
市
内
私
立
幼
稚
園
の
案
内

小
城
幼
稚
園

　

小
城
町
１
７
０−

２　

　

☎　

−

３
２
２
１

７２

牛
津
幼
稚
園

　

牛
津
町
牛
津
５
６
３

　

☎　

−

０
３
４
７

６６

　

入
園
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
直

接
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

☎７２－４３０７小城町畑田４４定員　９０小城保育園

市　

立

☎７３－３２５０小城町岩蔵１９４１－４１５０岩松保育園
☎７３－３３３８小城町栗原１２４０６０三里保育園
☎６６－１０２２牛津町柿樋瀬９６０－１１５０牛津保育園
☎６６－０５６２牛津町上砥川１４１３－１９０砥川保育園
☎７３－２７８２三日月町久米１２００１５０たちばな保育園私　

立
☎７３－７２７２三日月町長神田１１７０－１９０さくら保育園
☎６６－４８３６芦刈町三王崎３４５－２９０芦刈保育園

保育料
（月額）入園料区　分

７，１００円３，０００円平成２２年度

８，５００円４，０００円平成２３年度

１０，０００円５，０００円平成２４年度以降
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浄
化
槽
を
使
用
中
の
方
へ

　

浄
化
槽
は
微
生
物
の
働
き
で
汚

れ
た
水
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
微

生
物
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
使
用

上
の
注
意
を
守
り
、
適
正
な
維
持

管
理
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

使
用
上
の
注
意

◆
ト
イ
レ
の
洗
浄
水
は
十
分
に
し
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
以
外
の

異
物
は
流
さ
な
い

◆
便
器
の
掃
除
に
は
微
生
物
に
影

響
す
る
薬
剤
を
使
用
し
な
い

◆
台
所
か
ら
の
天
ぷ
ら
油
な
ど
は

流
さ
な
い　
　
　
　
　
　
　
　

◆
浄
化
槽
の
電
源
は
切
ら
な
い　

定
期
的
な
維
持
管
理

◆
保
守
点
検

　

浄
化
槽
の
点
検
・
補
修
や
消
毒

剤
の
補
給
な
ど
。
浄
化
槽
の
保
守

点
検
は
専
門
的
な
知
識
が
必
要
で

す
の
で
浄
化
槽
保
守
点
検
業
者
に

委
託
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

◆
清
掃

　

年
１
回
ほ
ど
浄
化
槽
の
槽
内
に

た
ま
っ
た
汚
泥
を
抜
き
取
る
。
清

掃
に
つ
い
て
は
浄
化
槽
清
掃
業
者

が
行
い
ま
す
の
で
許
可
業
者
に
委

託
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
法
定
検
査

　

年
１
回
ほ
ど
浄
化
槽
の
機
能
が

正
常
に
維
持
さ
れ
て
い
る
か
確
認

す
る
検
査
を
実
施
。
県
の
指
定
検

査
機
関
で
あ
る
財
団
法
人
佐
賀
県

環
境
科
学
検
査
協
会
の
検
査
を
受

け
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
佐
賀
県
浄
化
槽
普
及

　

促
進
協
議
会
（
佐
賀
県
下
水
道

　

課
）　

☎　

−

７
１
８
５

２５

合
併
処
理
浄
化
槽
補
助
金
制
度

　

小
城
市
内
で
公
共
下
水
道
及
び

農
業
集
落
排
水
事
業
の
認
可
区
域

外
の
区
域
に
お
け
る
合
併
処
理
浄

化
槽
の
新
設
工
事
費
、
又
は
、
く

み
取
り
ト
イ
レ
や
単
独
処
理
浄
化

槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
切

換
工
事
費
に
対
し
て
補
助
金
が
交

付
さ
れ
ま
す
。
対
象
区
域
、
交
付

金
額
等
に
つ
い
て
は
、
必
ず
下
水

道
課
で
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
平
成　

年
度
に
お
け
る

２１

予
算
範
囲
内
の
残
基
数
及
び
受
付

締
切
日
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◆
予
算
残
基
数

　
（
平
成　

年
９
月　

日
現
在
）

２１

３０

　
　

基
（
５
人
槽
～　

人
槽
）

４５

１０

◆
受
付
締
切
日　
　

月　

日（
月
）

１２

２８

【
問
合
せ
】
下
水
道
課　

管
理
係

　

担
当 
上
野 
☎　

−

８
８
２
７

６３

障
が
い
者
の
高
速
道
路
及

び
有
料
道
路
通
行
料
金
割

引
の
お
知
ら
せ 

　

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育

手
帳
を
お
持
ち
の
方
は
、
高
速
道

路
や
県
内
の
有
料
道
路
の
通
行
料

金
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

※
高
速
道
路
及
び
有
料
道
路
を
利

用
さ
れ
る
前
に
手
続
き
が
必
要

で
す
。

◆
手
続
き
に
必
要
な
も
の

・
身
体
障
害
者
手
帳
又
は

　

療
育
手
帳

・
車
検
証

・
免
許
証

　
（
身
障
手
帳
の
第
２
種
所
持
者
）

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
カ
ー
ド

　
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
場
合
）

・
Ｅ
Ｔ
Ｃ
車
載
器
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ

　

申
込
書
等
（
Ｅ
Ｔ
Ｃ
利
用
の
場

　

合
）

◆
有
効
期
限

　

・
２
年
間

　
（
２
回
目
の
誕
生
日
ま
で
有
効
）

※
現
在
、
割
引
証
明
を
受
け
ら
れ

て
い
る
方
は
、
有
効
期
限
の
２
ヶ

月
前
か
ら
手
続
き
が
行
え
ま
す
。

パ
ー
キ
ン
グ
・ パ

ー
ミ
ッ
ト
制

　

歩
行
が
困
難
な
障
害
者
の
方
な

ど
を
対
象
に
外
出
先
（
公
共
施
設

や
商
業
・
飲
食
施
設
な
ど
）
で
の

駐
車
ス
ペ
ー
ス
を
確
保
す
る
た
め

の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
対
象

・
身
体
に
障
害
が
あ
り
、
歩
行
が

困
難
な
方

・
高
齢
者
で
歩
行
が
困
難
な
方

・
難
病
な
ど
に
よ
り
歩
行
が
困
難

な
方

・
一
時
的
に
歩
行
が
困
難
に
な
っ

た
方
（
妊
産
婦
、
け
が
を
し
て

い
る
方
な
ど
）

◆
利
用
方
法　

利
用
証
の
交
付
を

受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
申
込
み
】

　

佐
賀
県　

地
域
福
祉
課　

　

☎　

−

７
０
５
３

２５

　

佐
賀
中
部
保
健
福
祉
事
務
所

　

☎　

−

３
６
０
０

３０

※
事
前
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
福
祉
課　
　

　

障
が
い
福
祉
係（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

嘉
村

　

☎　

−

８
８
２
０

７３

自
動
車
生
活
を
も
っ
と
便
利
に  　

　
　
　
　
　
　

障
が
い
福
祉
係
か
ら
の
お
知
ら
せ　
　
　

割引率対象となる車対　象

５割

身体障害者またはこれと生計を
一にする者が所有する自動車

身体障害者が自ら自動車を運転
する場合（身障手帳の第２種所持
者）

重度障害者、これと生計を一にす
る者またはこれらの者が所有し
ていない場合は、当該重度障害者
を継続して日常的に介護してい
る者が所有する自動車

重度の障害者（身障手帳の第１種
または療育手帳Ａ所持者）が乗車
し、その移動のために介護者が自
動車を運転する場合
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住
宅
手
当
緊
急
特
別
措 

置
事
業
の
お
知
ら
せ　

◆
「
住
宅
手
当
緊
急

特
別
措
置
事
業
」
と
は
？

　

平
成　

年　

月
よ
り
、
離
職
者

２１

１０

で
あ
っ
て
就
労
能
力
及
び
就
労
意

欲
の
あ
る
方
の
う
ち
、
住
宅
を
喪

失
し
て
い
る
方
又
は
喪
失
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
方
を
対
象
と
し
て
住

宅
手
当
を
支
給
す
る
と
と
も
に
、

就
労
支
援
員
に
よ
る
就
労
支
援
等

を
実
施
し
、
住
宅
及
び
就
労
機
会

の
確
保
に
向
け
た
支
援
を
行
い
ま

す
。

◆
対
象

　

申
請
時
に
以
下
の
要
件
全
て
に

該
当
す
る
方
。

①
２
年
以
内
に
離
職
し
た
方

②
離
職
前
に
自
ら
の
労
働
に
よ
り

賃
金
を
得
て
主
と
し
て
世
帯
の
生

計
を
維
持
し
て
い
た
方

③
就
労
能
力
及
び
常
用
就
職
の
意

欲
が
あ
り
、
公
共
職
業
安
定
所
へ

求
職
申
し
込
み
を
行
う
方

④
住
宅
を
喪
失
し
て
い
る
方
又
は

お
そ
れ
の
あ
る
方
（
喪
失
す
る
お

そ
れ
の
あ
る
方
は
左
記
⑤
及
び
⑥

の
要
件
に
該
当
し
、
賃
貸
住
宅
等

に
入
居
し
て
い
る
方
）

⑤
原
則
と
し
て
収
入
の
な
い
方
。

一
時
的
な
収
入
が
あ
る
場
合
に
は
、

生
計
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族
の

収
入
の
合
計
が
次
の
金
額
以
下
で

あ
る
こ
と
。

　

単
身
世
帯　

８
．４
万

　

複
数
世
帯　
　

．２
万

１７

⑥
生
活
を
一
と
す
る
同
居
の
親
族

の
預
貯
金
の
合
計
が
次
の
金
額
以

下
で
あ
る
こ
と
。

　

単
身
世
帯　
　

万
５０

　

複
数
世
帯　

１
０
０
万

⑦
国
の
住
宅
喪
失
離
職
者
等
に
対

す
る
雇
用
施
策
に
よ
る
貸
付
又
は

給
付
（
離
職
安
定
資
金
融
資
等
）、

自
治
体
が
実
施
す
る
類
似
の
貸
付

又
は
給
付
等
を
受
け
て
い
な
い
方
。

　

支
給
期
間
は
最
長
で
６
月
間
で

す
。

　

な
お
、
こ
の
手
当
は
入
居
住
宅

の
貸
主
等
に
振
り
込
ま
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
す
。
手
当
て
支
給
期
間

中
は
、
常
用
就
職
に
向
け
た
就
職

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】　

福
祉
課

　

地
域
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

水
田
・
桑
原

　

☎　

−

８
８
２
５

７３

戦
没
者
の
ご
遺
族
の　
 

　
　
　
　
　
　

皆
様
へ

第
９
回
特
別
弔
慰
金
の
請

求
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

戦
没
者
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、
平
成　

年
４
月
１
日
～
平
成

１７

　

年
３
月　

日
の
間
に
お
い
て
、

２１

３１

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受

け
る
方
（
戦
没
者
等
の
妻
や
父
母

等
）
が
亡
く
な
る
な
ど
し
た
こ
と

に
よ
り
、
平
成　

年
４
月
１
日
に

２１

お
い
て
前
記
年
金
給
付
受
給
権
者

が
い
な
い
場
合
に
、
第
９
回
特
別

弔
慰
金
と
し
て
額
面　

万
、
６
年

２４

償
還
の
記
名
国
債
が
ご
遺
族
の
お

一
人
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

ま
だ
請
求
が
お
済
み
で
な
い
方

な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

◆
請
求
期
間 

平
成　

年
４
月
１
日
～ 

２１
平
成　

年
４
月
２
日
ま
で

２４

【
問
合
せ
】　

福
祉
課

　

地
域
福
祉
係
（
三
日
月
庁
舎
）

　

担
当　

力
武

　

☎　

−

８
８
２
５

７３

有
明
海
へ
の
水
草
・ 

ゴ
ミ
の
流
出
防
止
に 

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

農
業
用
水
路
・
ク
リ
ー
ク
等
の

水
落
し
に
つ
い
て
は
、
ノ
リ
採
苗

育
苗
期
に
集
中
し
な
い
よ
う
計
画

的
分
散
放
流
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

水
落
し
の
際
に
は
、
ホ
テ
イ
ア

オ
イ
等
の
水
草
が
河
川
等
に
流
出

し
な
い
よ
う
に
適
切
な
樋
門
操
作

を
お
願
い
し
ま
す
。

※　

、　

月
は
、
ノ
リ
の
採
苗
育

１０

１１

　

苗
期
で
す
。

【
問
合
せ
】

　

有
明
海
漁
協
芦
刈
支
所

　

緯　

−

１
２
２
５

６６

　

農
林
水
産
課　

農
林
水
産
係

 
（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

金
丸
・
納
富

　

緯　
−

８
８
２
０

６３

あ
な
た
も
農
業
を　
　
 

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
！

～　

月
は
『
新
規
就
農
の

１１

推
進
強
化
月
間
』
で
す
～

　

市
で
は
、
こ
れ
か
ら
農
業
を
始

め
よ
う
と
す
る
方
を
応
援
し
て
い

ま
す
。

　

本
格
的
に
農
業
を
始
め
よ
う
と

い
う
方
は
も
ち
ろ
ん
、
農
業
経
験

が
な
く
て
も
興
味
が
あ
り
将
来
農

業
を
始
め
た
い
と
お
考
え
の
方
か

ら
の
相
談
も
、
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

　

主
な
推
進
作
物
は
、
ア
ス
パ
ラ

ガ
ス
・
イ
チ
ゴ
・
タ
マ
ネ
ギ
で
す
。

　

そ
の
他
の
作
物
で
も
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
就
農
相
談
窓
口
】

　

農
林
水
産
課　

農
政
企
画
係　

　
（
芦
刈
庁
舎
）

　

担
当　

今
泉
・
西
村

　

☎　

−

８
８
２
０

６３
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平成21年度　小城市民文化祭平成21年度　小城市民文化祭
小城スローライフ月間

第
５
回
小
城
市
さ
わ
や
か

ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
祭　

参
加
者
募
集

◆
期
日　
　

月　

日
（
月
・
祝
）

１１

２３

　
　
　
　

勤
労
感
謝
の
日　

◆
受
付　

８
時　

分
～　

３０

◆
開
始
式　

９
時
～

◆
種
目
と
会
場　

・
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

　
《
芦
刈
文
化
体
育
館
》

・
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
《
三
日
月
町
内

　
（
ド
ゥ
イ
ン
グ
三
日
月
集
合
）》

・
体
力
検
定
・
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
《
牛
津
体
育
セ
ン
タ
ー
》

◆
参
加
費　

１
人
に
つ
き
３
０
０
円

　
（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

※
参
加
料
納
入
後
の
返
金
は
し
ま

せ
ん
。

◆
申
込
先　

生
涯
学
習
課
（
小
城

庁
舎
）
又
は
各
町
公
民
館

◆
申
込
締
切　
　

月
４
日
（
水
）

１１

※
種
目
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、

各
町
公
民
館
に
備
え
て
い
る
要
項

及
び
申
込
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】
小
城
市
さ
わ
や
か
ス

　

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

祭
実
行
委
員
会
事
務
局

【
生
涯
学
習
課
内
（
小
城
庁
舎
）】

　

担
当 
鶴
丸 
☎　

−

８
８
０
８

７３

スタンプラリー応募方法
４町をめぐってカードにスタンプを４つ集めて、会場受付へ。
　◆締切り　１１月１０日（火）（各公民館でも受け付けます）
　◆賞　品　図書カード５００円分を抽選で２０名様へ
【問合せ】小城市文化連盟　小城市生涯学習課内
　　　　　☎７３－８８０８

作品展　　
◆日　時　１０月３１日（土）９時３０分～１９時
　　　　　１１月１日（日）９時３０分～１５時
◆ところ　ドゥイング三日月　多目的ホール
◆内　容・作品展示（書、写真、手芸、工芸、絵画、
　　　　　園芸、生花、詩、短歌、俳句、川柳など）

子ども文化まつり
◆日　時　１０月３１日（土）１４時～１５時
　　　　　１１月１日（日）１０時～１２時
◆ところ　ドゥイング三日月　多目的ホール他
◆内　容・みんなで作ろう！ワークショップ
　　　　　牛乳パックの竹とんぼ他
　　　　・はせがわ天晴のコミック☆ショー
　　　　・お琴体験教室、おもちゃの病院

文化展　　
◆日　時　１０月３１日（土）～１１月３日（祝・火）
　　　　　９時～１７時（最終日は１６時３０分）
◆ところ　小城公民館　全館
◆内　容・作品展示（絵画、水墨画、書、写真、陶芸、
　　　　　写経、生花、手工芸、盆栽、短歌、俳句など）
　　　　・お茶席　１１月１日（日）１０時～
芸能祭
◆日　時　１１月７日（土）～８日（日）１０時開演
◆ところ　小城公民館　大ホール
◆内　容　７日　詩吟、謡曲、日舞、コーラス、
　　　　　　　　小城中吹奏楽、リズムダンス
　　　　　８日　大正琴、謡曲、詩吟、コーラス、
　　　　　　　　フラダンス、リズムダンス、日舞、
　　　　　　　　民謡、吹奏楽

作品展　　
◆日　時　１０月３１日（土）～１１月２日（月）
　　　　　９時～１８時（最終日は１５時）
◆ところ　芦刈農村環境改善センター　
◆内　容　作品展示（書、絵画、陶芸、パッチワーク、
　　　　　手芸他、芦刈保育園、幼稚園、小中学校の
　　　　　子どもの作品）

公演会
◆日　時　１１月３日（祝・火）９時３０分開演
◆ところ　芦刈農村環境改善センター
◆内　容　民踊、ダンス、演劇、合唱、お茶席他

作品展　　
◆日　時　１０月３０日（金）～１１月１日（日）
　　　　　１０時～１７時（最終日は１５時）
◆ところ　赤れんが館、牛津会館
◆内　容　作品展示（生花、書、手芸、写真、短歌、
　　　　　俳句、フラワーアレンジ、小中高生の作
　　　　　品他）
一般公演会
◆日　時　１１月３日（火・祝）９時３０分開演
◆ところ　小城市議会棟議場
◆内　容　大正琴、日舞、吟詠、民謡、リズムダンス、
　　　　　フラダンス、ＷＡＲＡＷＡＮＢＡ隊、津の
　　　　　里楽団、お茶席他

三日月 小　城

芦　刈 牛　津

　新型インフルエンザ感染拡大防止のた
め、内容を一部変更する場合があります。
　詳しくは各公民館にお問合せください。

【小城公民館】　☎７３－３２１５
【三日月公民館】☎７２－１６１６
【牛津公民館】　☎６３－８８１３
【芦刈公民館】　☎６３－８８３５
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劇団ぱれっとによる人形劇
参加ご希望の方は入場整理券が必要です。
◆演目　「一寸法師」
◆日時　１１月２８日（土）　
　　　　午後２時（開場１時３０分）
◆場所　桜城館（図書館）２階　研修室
◆入場整理券（無料）
　１１月１４日（土）午前１０時から小城館カウ
ンターにて配布します。定員１２０人
【問合せ】☎７１－１１３１　担当　中村
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本丸くん１１月巡回表
巡回場所時間日時

杉町（大地町駐在所）９：４５～１０：３０６（金）
桜楽館（小城保健福祉センター）１１：４５～１２：３０〃
赤れんが館１１：００～１１：４５１０（火）
西分農村公園１０：１５～１１：００１１（水）
三里支館１３：５０～１４：３５〃
ケアハウス　アミジア１４：００～１４：４５１７（火）
遠江（九州コーユー駐車場）１２：０５～１２：５０１８（水）
晴田支館１１：００～１１：４５１９（木）
小城庁舎１２：００～１３：００〃
小城公民館１４：３０～１５：１５〃
岩松支館１０：４５～１１：３０２０（金）
三日月庁舎１２：００～１３：００〃
小城市授産場１４：３０～１５：１５〃
芦刈庁舎１２：００～１３：００２５（水）
本告（小城警察署）１２：１５～１３：００２６（木）
鳳寿苑１４：２０～１５：０５〃
アイル（牛津保健福祉センター）１０：００～１０：４５２７（金）
甘木（中島工務店駐車場）１２：１０～１２：５５〃

　絵本や紙芝居のおはなしと、おりがみ・手遊びなどの
楽しい遊びをしています。ご家族やお友達などみなさん
で、ぜひおこしください。
≪三日月館　おはなしタイム≫おはなしのへやにて
　日時：毎週土曜日　午後２：００～２：３０
≪小城館　おはなし会≫おはなしのへやにて
　日時：毎週土曜日　午後２：３０～３：００
≪牛津分室　おはなしかい≫キッズルームにて
　日時：第２土曜日　午後１：３０～２：００
≪芦刈分室　おはなしかい≫娯楽室にて
　日時：第３土曜日　午前１１：００～１１：３０

たのしいおはなしを聞きにきませんかたのしいおはなしを聞きにきませんか？？

全館休館日
牛津分室・芦刈分室のみ休館日

土金木水火月日
7654321
141312111098
21201918171615
28272625242322

3029

　

月
の
休
館
日

１１

小城館

おいしいおはなし会
◆日時　１０月３１日（土）午後２時～
◆場所　ドゥイング三日月　
　　　　多目的ホール
　毎週館内で行っている「おはなしタイ
ム」をパワーアップしたおはなし会です。
『ペープサート』、『楽しいおはなし』、『ク
イズ』など♪
　おいしいおやつもあるよ！
【問合せ】☎７２－４９４６

三日月館

ブックリサイクル
　図書館で不要になった本・雑誌を無料でおゆずりします！
　本を入れる袋をお持ちください。
《牛津分室》　◆日時　１０月３１日（土）　午前１０時～
　　　　　　※数日間設置し、無くなり次第終了。
　　　　　　◆場所　牛津分室（牛津公民館内）
　　　　　　【問合せ】牛津分室　担当　田久保・井手　☎６３－８８１３

《三日月館》　◆日時　１１月３日（火・祝）午前１０時～（無くなり次第終了）
　　　　　　◆場所　ドゥイング三日月玄関前　
　　　　　　【問合せ】三日月館　☎７２－４９４６

《小 城 館》　◆日時　１１月２１日（土）～２２日（日）　午前１０時～（無くなり次第終了）
　　　　　　◆場所　桜城館１階ロビー
　　　　　　【問合せ】小城館　☎７１－１１３１
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小城市

【問合せ】　
小城市児童センター　　
三日月町長神田1821‒1
☎72‒1300
FAX72‒1313

≪開館時間≫
10時～19時（日曜は18時）
小学生以下は17時まで。

≪休館日≫
11月４日、10日、17日、
23日、24日。
12日（木）（館内整理日）

小城市

【問合せ】
小城市児童センタ

児
童
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

児
童
セ
ン
タ
ー

だ
よ
り

１１月の講座
要申要申込込やってみよやってみようう「オリジナルてぬぐいをそめよう！「オリジナルてぬぐいをそめよう！」」

◆日時：１１月１４日（土）１４：００～　　　◆対象：小学生以上　１０人
◆受付：１１月１日（日）～８日（日）　◆材料費：５００円を当日集めます
※定員を超えた場合は抽選

要申要申込込野外活動野外活動　「自然とあそぼう（ネイチャーゲーム）「自然とあそぼう（ネイチャーゲーム）」」
◆日時：１１月１５日（日）１４：００～　　　◆対象：小学生以上　先着１５人
◆受付：１１月１日（日）～　　　　　　

要申要申込込やってみよう（創作やってみよう（創作））「タオルにアップリケ！「タオルにアップリケ！」」
◆日時：１１月２９日（日）１４：００～　　　◆対象：小学生以上　先着１０人
◆受付：１１月１日（日）～　　　　　　◆材料費：１００円を当日集めます

要申要申込込　　　　音楽スタジオ講音楽スタジオ講習習
◆日時：１１月９日（月）１７：００～「ドラム」
◆対象：中学生以上　先着３人　　　◆受付：１１月１日（日）～

乳幼児対象の講座
要申要申込込ゆうゆうベビーゆうゆうベビーズズ「ベビーヨガ」「ベビーヨガ」

◆日時：１１月５日（木）１０：００～　◆対象：おすわりができる乳児とその保護者　先着１０組
◆受付：１０月２６日（月）～　　　　◆講師：下村由貴子 氏（日本ベビーマッサージ協会）

要申要申込込ゆうゆうベビーゆうゆうベビーズズ「離乳食（中期～後期）「離乳食（中期～後期）」」
◆日時：１１月１９日（木）１０：００～　　　◆対象：７カ月以上の乳児を持つ保護者 ８組
◆受付：１１月１日（日）～　　　　　　◆講師：田中勝子 氏（栄養士）
◆材料費：３００円を当日集めます　　　 ※定員を超えた場合は抽選
※ボランティアの方による託児あり

要申要申込込子育て講子育て講座座「子どもの育ちリズム「子どもの育ちリズム」」
◆日時：１１月２７日（金）１０：３０～　　　◆対象：乳幼児を持つ保護者　先着１５人
◆受付：１１月１日（日）～　　　　　　◆講師：東内瑠里子 氏（佐賀女子短大）
※ボランティアの方による託児あり

ゆうゆうちゃいるゆうゆうちゃいるどど
◆対象：１～２歳児とその保護者　　　◆開催日：１１月９日、３０日（月）
◆時間：１１：００～１１：４５

ゆうゆうきっゆうゆうきっずず
◆対　象：２歳児～就園前幼児とその保護者　
◆開催日：１１月１１日、１８日（水）、６日、１３日、２０日（金）　　◆時　間：１１：００～１１：４５

おはなしおはなし会会
◆対象：乳幼児とその保護者　　◆開催日：１１月２日、１６日（月）　◆時間：１１：００～１１：３０

リズムであそぼリズムであそぼうう（音楽療法）（音楽療法）
◆対象：幼児とその保護者　　　◆開催日：１１月２６日（木）　　　　◆時間：１１：００～１１：４５ 

わくわく
イベント

１１／２５（水）ゆうゆうきっず　１１：００〜
佐賀女子短大生による「ミュージカル　〜てぶくろ〜」

中高生向け

①申込みが必要な講座は１１月１日（日）１０時から受付を行います（一部受付中の講座あり）。電話又はカウン
　ターにて本人か保護者が申込みをしてください。
②抽選結果については、受付期間終了後に来館時又は電話でおたずねください。
③申込まれた講座を欠席される場合はセンターまでご連絡ください。
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三日月保健福祉センター「ゆめりあ」

◆時間／１０時～１２時 
◆対象／乳幼児と保護者等
「ぶらんこ」桜楽館（多目的ホール）
１１月２日（月）、１６日（月）、３０日（月）

「こすもす」
・アイル（母子保健室）
　１１月２日（月）、２６日（木）
・ひまわり（多目的室）
　１１月４日（水）、１７日（火）
【問合せ】　小城市社会福祉協議会
　　　　　　（子育て相互支援センター）
　　　　　　担当　船津　☎７３－２７００

子育てサロン「ぶらんこ」「こすもす」

牛津保健福祉センター「アイル」

疲れた体をお風呂でリフレッシュ！
午後7時まで入浴できます。

◆入浴料　
〇大人（高校生以上）
　２００円　
○小・中学生　１００円
○幼児　無料

桜楽館・ひまわり

１１月１４日（土）、１５日（日）　◆小城保健福祉センター「桜楽館」　　　☎７３－７１１７
１１月４日（水）、１０日（火）、１７日（火）、２４日（火）、２５日（水）◆三日月保健福祉センター「ゆめりあ」　☎７３－９２８０
１１月９日（月）、１０日（火）◆牛津保健福祉センター「アイル」　　　☎５１－５５１５
１１月２８日（土）、２９日（日）　　　◆芦刈保健福祉センター「ひまわり」　　☎６６－５５６６

各保健福祉センターの問合せ・１１月の休館日

11月21日（土）
昼の部 
開場 12:00
開演 13:00

夜の部 
開場 18:00
開演 19:00

22日（日）
昼の部 
開場 12:00
開演 13:00

「美咲竜子劇団舞踊と
大宰ひろこショー」のご案内
鹿児島舞踏衆団「さつま」率いる《壱成（いっせい）！》来場

【問合せ】アイル　☎51-5515◆詳しい内容はアイルだより11月号、またはアイルにお問合せください

秋の涙と笑いの人情公演 前回大好評！！

天然温泉＆お食事付き
前売りチケット好評発売中！！

前売りチケット
2,000円

（当日2,500円）

参加者募集中！！
　リズムに合わせて楽しく運動を行い
ます。
　内臓脂肪を燃焼してお腹回りをスッ
キリさせましょう !!
　今年ついた余分な脂肪は、今年の内
に燃やしてしまいましょう！！

〈受付期間〉11月３日（火・祝）まで
　詳しくは「ゆめりあ」までお問合せ
下さい！！
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　小城市では、「高齢になっても、認知症になっても安心して暮らせる街づくり」を目指し
様々な活動を行っています。その活動のひとつが「認知症サポーター養成講座」です。
　「認知症サポーター」は何か特別なことをする人ではありません。認知症について正しく理
解し、偏見をもたず、認知症の人や家族に対して温かい目で見守る「応援者」です。
　今年度より始めた「認知症サポーター養成講座」において、現在、小城市では１０２人のサポー
ターが誕生しています。

第２回〜５回認知症サポーター養成講座　生きがいデイサービス「きらら」（三日月町甲柳原）にて

第6回認知症サポーター養成講座
株アステム（三日月町島溝）にて　　　　　　　　　　　 

【問合せ】
小城北（小城・三日月地区）☎７３－２１７２（三日月庁舎内）
小城南（牛津・芦刈地区）　☎６６－６３７６（ひまわり内）　

ああああああああああななななななななななたたたたたたたたたたもももももももももも認認認認認認認認認認知知知知知知知知知知症症症症症症症症症症ササササササササササポポポポポポポポポポーーーーーーーーーータタタタタタタタタターーーーーーーーーーににににににににににななななななななななりりりりりりりりりりまままままままままませせせせせせせせせせんんんんんんんんんんかかかかかかかかかか？？？？？？？？？？あなたも認知症サポーターになりませんか？　２２２２２２２２２２２

地域包括支援センターだより地域包括支援センターだより

「認知症サポーター養成講座」受講者募集！
＜お詫びとお知らせ＞

　前回の記事に対し、多数問い合わせをいただきありがと
うございました。問い合わせに対し的確な回答ができな
かった事をお詫び申し上げます。これまで団体様を対象に
講座を受け付けておりましたが、市民一般の方を対象に認
知症サポーター養成講座を開催する事になりました。
　多数の参加をお待ちしています。
◆講座予定日　１２月６日（日）
　（開始時間、場所は問い合わせ時にお知らせします）
◆対象　小城市在住、または小城市内に勤務されている方
◆受講料　無料
◆申込方法　１１月５日（木）１７時までにご連絡ください。

写真紹介は第１０回までを予定しています。
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噛
会
期　

～　

月　

日
（
日
）

１１

１５

　
　
　
　

入
場
無
料

噛
展
示
場
所　

企
画
展
示
室

　
　
　
　
　
　
（
桜
城
館
2
階
）

噛
主
な
展
示
資
料

（
河
上
神
社 
文  
書 
・
重
要
文
化
財
）

も
ん 
じ
ょ

（ 
与  
止  
日  
女 
神
社
蔵
・
佐
賀
県
立
図
書

よ 

ど 

ひ 

め

館 
寄  
詫 
）

よ 
た
く

「
千
葉 
胤  
盛  
書
下 
」

た
ね 
も
り 
か
き
く
だ
し

肥
前
国
佐
嘉
郡
の
内
山
田
三
十
町

の
事
、
右
先
例
の
旨
に
任
せ 
御  
知 

ご 

ち

 
行 
相
違
有
る
べ
か
ら
ず
の
状
、

ぎ
ょ
う

く
だ
ん
の
ご
と
し

文
明
十
二
年
六
月
十
九
日

　
　
　
　
　
　
　

胤
盛
（
花
押
）

河
上
山　
 
後  
座  
主 
宰
将
殿

ご 

ざ 

す

「
千
葉
胤
朝
書
下
」

　

こ
の
２
点
は
ど
ち
ら
も
文
明　

年
１２

（
１
４
８
０
）
６
月　

日
付
で
、
河
上

１９

社
の
座
主
（
最
高
職
）
に
対
し
て
佐

嘉
郡
の
う
ち
山
田
三
十
町
の
領
有
を

認
め
る
文
書
で
す
。
年
月
日
・
宛
先
・

記
述
内
容
が
全
く
同
じ
と
い
う
、
非

常
に
珍
し
い
事
例
で
す
。
こ
れ
ら
は

千
葉
氏
が
戦
国
期
、 
胤  
朝 
・
胤
盛
兄

た
ね 
と
も

弟
に
よ
っ
て
二
家
に
分
裂
し
た
こ
と

を
示
し
て
い
ま
す
。

　

河
上
神
社
文
書
は
国
の
重
要
文
化

財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
普
段
は
見

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
機
会

に
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

＊
な
お
関
連
行
事
と
し
て
、
記
念
講

演
会
を
３
回
開
催
し
ま
す
。

　

①　

月　

日
（
土
）

１０

２４

　

②　

月　

日
（
土
）

１０

３１

　

③　

月　

日
（
土
）

１１

１４

　

い
ず
れ
も　

時
か
ら
歴
史
資
料
館

１４

研
修
室
で
開
催
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
９
月　

日
号
に
掲
載
し

２０

て
い
ま
す
。

史
跡
探
訪
会 

～
千
葉
氏
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り
～

◆
日
時　
　

月
７
日
（
土
）
９
時

１１

　
　
　
　
（　

時
帰
着
予
定
）

１６

◆
集
合　

企
画
展
示
室

◆
内
容　

千
葉
城
跡
、
円
通
寺
、
光

勝
寺
、
千
葉
宗
胤
墓
な
ど
を
、
バ

ス
で
訪
ね
ま
す
。

◆
案
内　

小
城
郷
土
史
研
究
会

◆
定
員　
　

名
（
要
予
約
）

３５

◆
会
費　

１
、
５
０
０
円

　
　
　
　
（
昼
食
代
等
）

小
城
市
立
歴
史
資
料
館

中
林
梧
竹
記
念
館
だ
よ
り

茅
開
館
時
間　

９
時
～　

時
１７

茅
休
館
日　

月
曜
日
（
但
し　

月
３
日
（
火
・
祝
）
は
開
館
。　

月
４
日
（
水
）
は
休
館
）

１１

１１

【
問
合
せ
】
小
城
市
立
歴
史
資
料
館　

文
化
課
（
桜
城
館
２
階
）
☎　

−

１
１
３
２

７１

　

佐
賀
大
学
小
城
市
交
流
事
業
特
別
展

「
中
世
小
城
の
歴
史
・
文
化
と
肥
前
千
葉
氏
」
開
催
中

◆
会
期

　

平
成　

年　

月
５
日（
土
）

２１

１２

　
　

～　

年
１
月　

日（
日
）

２２

１０

（
月
曜
日
、
祝
日
、　

月　
１２

２８

日
～
１
月
２
日
休
館
）

【
中
林
梧
竹
】

【
富
岡
敬
明
】

◆
入
場
料　

大
人
３
０
０
円

　
（
大
学
生
以
下
無
料
）

　

小
城
出
身
で
、
明
治
政
府

の
も
と
、
熊
本
県
知
事
、
貴

族
院
議
員
な
ど
を
つ
と
め
た

富
岡
敬
明
と
梧
竹
の
か
か
わ

り
を
紹
介
し
ま
す
。

　

中
林
梧
竹
と
は
、
従
兄
弟

に
あ
た
り
、
梧
竹
は
５
歳
年

長
の
敬
明
を
兄
の
よ
う
に

慕
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
山
梨

県
甲
府
市
の
富
岡
敬
明
の
ご

子
孫
に
伝
わ
っ
た
、
梧
竹
作

品
や
敬
明
の
遺
品
、
山
梨
で

書
か
れ
た
梧
竹
作
品
な
ど
約

　

点
を
展
示
し
ま
す
。

５０

　

中
林
梧
竹
特
別
展

―
梧
竹
と 
敬  
明 
―

け
い 
め
い
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の
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題

スクッピト

あんなこと
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新新新発見ま
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救
急
の
日
（
９
月
９
日
）
の
行

事
の
一
環
と
し
て
、
消
防
団
員
を

対
象
に
９
月
６
日
（
日
）、
牛
津
公

民
館
で
、
心
肺
蘇
生
法
と
自
動
体

外
式
除
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）
の
講

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
団
員　

名
が
参
加
し
、

２７

数
人
ず
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、

消
防
署
員
の
丁
寧
な
指
導
の
も
と
、

人
形
を
使
っ
て
、
人
工
呼
吸
、
心

臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
及
び
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

用
方
法
な
ど
を
学
び
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
講
習
会
で
学
ば
れ
た

こ
と
を
消
防
団
活
動
に
生
か
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
期
待
し
て
お

り
ま
す
。

 

小
城
市
消
防
団

　

普
通
救
命
講
習
会

を
実
施

　

９
月
６
日
（
日
）、
三
日
月
町
の

深
町
・
樋
口
両
自
治
会
の
災
害
時

緊
急
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

朝
９
時　

分
に
避
難
勧
告
が
発

２０

令
と
の
想
定
に
よ
り
、
両
地
区
か

ら
２
０
０
人
を
超
え
る
住
民
の
皆

さ
ん
が
避
難
所
と
仮
定
し
た
ド
ゥ

イ
ン
グ
三
日
月
ま
で
避
難
さ
れ
ま

し
た
。

　

消
防
署
よ
り
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方

な
ど
を
参
加
者
全
員
で
説
明
を
受

け
た
後
、

①
消
火
器
・
火
災
警
報
器
の
取
扱

②
車
い
す
の
取
扱
い
や
介
助
体
験

③
消
火
栓
の
取
扱
い
方

な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
科
会
に
分

か
れ
て
研
修
さ
れ
ま
し
た
。

　

す
で
に
、
市
内
の
数
地
区
で
も

開
催
さ
れ
て
お
り
市
民
の
皆
さ
ん

の
防
災
に
対
す
る
関
心
の
高
ま
り

が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

 

自
治
会
に
よ
る
避

難
訓
練
実
施

　

９
月　

日
（
月
）、
全
国
理
容
連

１４

合
会
が
制
定
す
る
、「
理
容
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
日
」（
９
月
の
第
２
月

曜
日
）
に
、
小
城
多
久
支
部
理
容

組
合
の
皆
さ
ん
が
、
芦
刈
ム
ツ
ゴ

ロ
ウ
公
園
駐
車
場
周
辺
の
清
掃
活

動
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

 

地
域
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ

さ
ん
の
ク
リ
ー
ン

活
動

　

ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
の
皆
さ
ん
が

８
月　

日
（
火
）
、
小
城
公
園
で

１８

ク
リ
ー
ン
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
２
月
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
を
取
得
さ

れ
た
時
に
、
年
４
回
ク
リ
ー
ン
活

動
を
行
う
こ
と
を
決
定
さ
れ
、
前

回
の
６
月
の
ク
リ
ー
ン
活
動
に
引

き
続
き
、
今
回
は
小
城
公
園
の
清

掃
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

　
　

人
の
ヤ
ク
ル
ト
レ
デ
ィ
さ
ん

２５
が
暑
い
中
、
ゴ
ミ
袋
を
手
に
ク

リ
ー
ン
活
動
を
実
施
。

　

岩
本
ち
あ
き
チ
ー
フ
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
は
「
日
頃
お
世
話
に
な
っ

て
い
る
小
城
の
た
め
に
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

語
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

代表の岩本ちあきさん

 

テ
ン
ト
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た

　

小
城
地
区
交
通
安
全
協
会
（
藤

田
輝
男 
会
長
）か
ら
牛
津
総
合
公

園
に
テ
ン
ト
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　

テ
ン
ト
は
、
協
会
の
希
望
に
よ

り
イ
ベ
ン
ト
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な

ど
で
利
用
で
き
ま
す
。
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情報いろいろ
information

無料歯科相談会を
開催します！

◆日時　１１月８日（日）　９時３０分～１１時　
◆場所　「牛津産業祭り」歯科特設会場（牛津町）
◆無料歯科相談会　簡単な検診（希望者のみ）とご
相談を歯科医師がお受けします。
◆歯ブラシ交換会
　お使い済みの古い歯ブラシをお持ちください。新
しい歯ブラシと交換いたします。
【問合せ】健康増進課　健康づくり係（三日月庁舎）
　　　　　担当　松尾　☎７３－８８２２

知

手作りマーケットin
あしかりの開催

◆日時　１１月７日（土）　１０時～１５時３０分
◆場所　小城市芦刈農村環境改善センター
　　　　多目的ホール（芦刈庁舎南側）　
◆内容　手作り品販売（雑貨、木工製品、衣料など）
　手作り大好きな人達が芦刈に集まって1日だけの
お店を開きます。1点1点丁寧に、手作りされた素敵
な作品がそろいます。また、芦刈の食材をふんだん
に使った、海苔ぱんバーガーや、あしかりドーナッ
ツの販売も行います。
【問合せ】
　芦刈農村カフェ　がばいうまかもんば広める会
　担当　森永　☎０９０－６４２５－９５１５

知

第５回 親子ふれあい教室
参加者募集！

～焼いて、ちぎって、火をともそう～
◆日時　１１月２１日（土）
◆場所　三日月野外研修センター
　　　　現地集合・現地解散、駐車場あり
◆内容　カレーとナン作り、旬のみかん狩り、竹灯
　　　　り火付け
◆対象　市内在住の親子３０人　
　　　　（子どもは原則として小学生）
◆参加費　１人　５００円
◆持ってくる物　野外体験ができる服装、帽子、
　　　　　　　　タオル、水筒、軍手
◆申込期限　１１月１３日（金）
【申込み・問合せ】生涯学習課（小城庁舎）　
　　　　　　　　　担当　古川　☎７３－８８０８

募

普茶料理食事会を開催！
ふ ちゃ

　普茶料理とは江戸時代初期に中国から伝来した 黄 
おう

 檗  宗 と共に伝わった精進料理です。
ばく しゅう

◆日　時　１１月１５日（日）１２時～
◆場　所　小城公民館晴田支館
◆食事券　４，０００円（お一人）
◆食事券の販売　１１月２日（月）～
【問合せ】小城市観光協会　☎７３－８８１３

知

地上デジタル放送ための
支援について

　総務省では、経済的な理由などで地上デジタル放
送を見ることができない世帯に対して、簡易な
チューナーを無償給付するなどの支援を、本年１０月
１日から開始します。
※支援の対象は生活保護などの公的扶助を受けてい
る世帯等で、ＮＨＫ受信料全額免除となっている
世帯の方々です。
※支援の申込みには、ＮＨＫと受信契約を結び、全
額免除の適用を受けることが必要です。
※支援は現物給付ですので、ご自身で購入された
チューナー、アンテナ改修等の費用を清算するこ
とはできません。
【問合せ】
　総務省地デジチューナー支援実施センター
　☎０５７０－０３－３８４０

知

ご存じですか？
～建退共制度～

　建退共制度は建設業で働く方の退職金制度です。
国の制度なので安全・確実・申込みも簡単です。
　詳しい事は下記までお問合せください。
【問合せ】〒８４０－００４１　佐賀市城内２－２－３７　
　　　　　佐賀県建設会館　☎２６－２７７８

知
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多重債務者相談
強化キャンペーン２００９
２００９年９月１日～１２月３１日

《抱えきれない借金でお悩みの方へ》
　財務省佐賀財務事務所では、自らの収入で返済し
きれないほどの借金を抱えお悩みの方々からの相談
に無料で応じています。
　必要に応じ弁護士・司法書士などの専門家に引継
ぎを行います。
◆相談時間　
　月曜日～金曜日（年末年始及び祝日を除く）　
　９時～１２時、１３時～１７時
◆場　所　佐賀財務事務所（多重債務相談窓口）
　佐賀市駅前中央３－３－２０　佐賀第２合同庁舎７階
【問合せ】佐賀財務事務所
　　　　　☎０９５２－３２－７１６１　内線２７２５

知

「親子うどん作り大会」
参加者募集！

◆日時　１１月７日（土）１０時～１３時３０分
◆場所　小城保健福祉センター「桜楽館」
◆内容　県内産、市内産の食材を使用したうどんと
　　　　デザート作り
◆対象　幼児・小学生・保護者　先着１５組程度
◆受付期間　１０月２２日（木）～２９日（木）
◆参加費　２００円を当日集めます。
【申込み・問合せ】　砥川小学校　担当　松村
　　　　　　　　　☎６６－０１３０　胃６６－４６７２

募

「六角川・牛津川の未来を考える
シンポジウム」を開催します

　国土交通省では、これから六角川や牛津川でどの
ような川づくりを進めていくかを示した河川整備計
画を作成します。このシンポジウムでは、皆さんの
ご意見を河川整備計画に活かすため開催した意見交
換会（７月２７日～８月７日）の報告を行い、これか
らの川づくり・まちづくりについて考えていきます。
　①基調講演（九州大学大学院　島谷教授）
　②防災まちづくり事例報告（武雄市・小城市）
　③六角川・牛津川の未来を考える意見交換会報告
　④パネルディスカッション
◆日時場所　
　１１月６日（金）１４時～１７時
　武雄市文化会館小ホール（定員４００人）
【問合せ】　国土交通省武雄河川事務所
　　　　　調査課　担当（山村）　☎０９５４－２３－５１５１

知

引揚者のみなさまへ

　税関では、終戦後に外地から引き揚げて来られた
方々からお預かりした通貨や証券類をお返ししてい
ます。お心当たりの方は、お問合せください。
※返還については、本人以外に家族の方も請求する
ことができます。
※詳しくはＨＰをご覧ください。
　http://www.customs.go.jp/nagasaki/
【問合せ】長崎税関監視部　☎０１２０－８２８－６８０

知

ラジオ番組「 I ♥ OGI 」（アイラヴ小城） 
が１０月からスタート！

　ＦＭ佐賀で小城のラジオ番組がスタートしました！
　小城のお店の紹介や、小城のイベント情報など、最新の小城情
報が５５分間生放送で紹介されます。
　あなたの小城自慢などぜひ投稿してください！

　◆日時　ＦＭ佐賀　毎週木曜日　１２時～１２時５５分
　◆宛先　ogi@fmsaga.co.jp

　【問合せ】商工観光課（小城庁舎南側）☎７３－８８１３

【パーソナリティの皆さん】
（左）副島聡子さん（右）本村吉子さん

（中央）香月誠司さん



元気いっぱい！園児たち

　芦刈保育園は、充実の秋を迎えています。
　夏に収穫した、いっぱいの野菜達。同じ畑に今度は、
秋冬の野菜達が芽を出しはじめ、こども達の楽しみがひ
とつ増えました。
　10月には、運動会・祖父母参観・バス旅行などお家の
人達と参加した行事がたくさんあり、思い出をいっぱい、
作ったこども達です。　

芦刈町三王崎345番地２　☎66‒4836

おもいでを　いっぱい作ったよ
　　　　　　　　　　　　　　　　　～芦刈保育園～
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映画　　　　　　　　の撮影が行われました映画　　　　　　　　の撮影が行われました
　牛津高校　男子ソフトボール部の実話を元にした映画の製作が進められています。小城
での撮影は9月中頃から始まり、須賀神社、小城駅、牛津高校など、各所で撮影が行われ
ました。映画は来年、初夏公開予定です。

賀来賢人さん
牛津大好きです！牛津高校の
生徒さんはとっても礼儀正し
いと思いました。来年の公開
の時には、またこの町に帰っ
てきたいです。

主演　永山絢斗さん
今回、初の主役で、素晴らし
い作品を作りたいと思ってい
ます。牛津高校での撮影は、
若さや元気が伝わってきまし
た。感謝しています。

豊島圭介監督
実話を元にした映画ですので、佐
賀らしい風景を撮りたいと思う
中、撮影では温かく迎えてもらい
感謝しています。その温かみをこ
の映画に出していきたいです。

か　く け ん と け ん と

９月24日（木）には牛津高校で、激励会が
行われ、全校生徒と交流されました。

市民プレゼント！
サインボール１個とポロシャツ２枚（Lサイズ）をプレゼント！
応募方法　はがきにご希望のプレゼント名、住所、氏名、年齢、
電話番号、市報の感想をご記入の上、ご応募ください。
当選者の発表はプレゼントの発送をもって代えさせていただきま
す。
応募期限　１１月６日（金）必着
応 募 先　〒８４９−０３０２　小城市牛津町柿樋瀬１１００番地１
　　　　　総務課　秘書広報係（牛津庁舎）　まで。


